
ハリネズミの子宮は羊の角に似た形状が特徴
です。子宮疾患が時々発生し、陰部からの出血や
子宮腫大から子宮疾患の診断がなされて、外科
的に摘出されます。子宮疾患の多くは子宮腫瘍
で、表1は代表的な組織診断名とその概要です。
肉眼的に子宮の増殖性病変はポリープ様の有
茎性腫瘤（図1）のことが比較的多いですが、子宮
または膣の切除断端から腫瘤が飛び出ていない
限り、外観では腫瘤状の腫大や色調異常しか判
断できないと思われます。
組織学的に子宮腫瘤は、子宮内膜構成成分の
上皮細胞および/または間質細胞の増殖から成
ります。各細胞の割合や密度、異型性から腫瘍性
/非腫瘍性、良性/悪性の判断をします。ハリネズ
ミでは、子宮内膜腺癌は稀で、子宮内膜間質成分
が腫瘍化することが多いです（図2）。
子宮内膜間質腫瘍（間質結節と間質肉腫）は時
に再発するので、不完全切除や漿膜面での露出、
脈管侵襲がある場合は特に経過観察が必要です。
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図 1.子宮内膜間質肉腫の組織写真、ルーペ像。拡張し
た子宮角内にポリープ様の有茎性腫瘤（＊）があり、膣
断端部から一部が飛び出しています（矢印）。なお、こ
の標本上に腫瘤基部は含まれていません。

図 2. 子宮内膜間質肉腫の組織写真、高倍像。異型性
のある紡錘形腫瘍細胞が密に交錯しながら増殖して
います（＊）。腫瘤基部には既存の子宮内膜腺上皮が
僅かに残存しています（矢印） 。

表 1. ハリネズミの子宮病変の組織診断名とその概要
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診断医からの一言

近年の日本で人気なハリネズミですが、ネズミとは名ばかりで、げっ歯類ではないの
はこの記事をご覧の皆さまはご存知でしょう。そればかりか、病理検査が必要な腫瘍性
疾患の罹患率が高く、我々病理診断医も遭遇する機会が増えています。今回取り上げ
た子宮腫瘍も、過去の報告では「腺肉腫」や「子宮紡錘形細胞腫瘍」と別の診断名もあり
ました。子宮に限らずハリネズミ特有の新しい診断名が今後も出てくるかもしれません。
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組織診断名 概要

子宮内膜過形成 子宮内膜腺上皮と子宮内
膜間質の非腫瘍性増殖に
よる子宮内膜肥厚

子宮内膜ポリープ 子宮内膜腺上皮と子宮内
膜間質の非腫瘍性増殖に
よるポリープ状腫瘤

子宮内膜混合腫瘍 子宮内膜腺上皮由来腫瘍
細胞と子宮内膜間質由来
腫瘍細胞による良性混合
腫瘍

子宮内膜間質結節 子宮内膜間質由来腫瘍細
胞による良性腫瘍

子宮内膜間質肉腫 子宮内膜間質由来腫瘍細
胞による悪性腫瘍
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